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第１ 
栃木県の⻭科保健事業 
（令和元年度実績） 

 
 





Ⅰ とちぎとちぎとちぎとちぎ歯歯歯歯のののの健康健康健康健康センターセンターセンターセンター

  とちぎ歯の健康センターは、県民

を持ち、生涯自分の歯を守り、健康に過ごすことができるよう、県の歯科保健対策を推

進する「歯の保健所」として、平成

 

（１）施設の概要 

センターの１階には障害者歯科診療所

医療連携室、３階には研修室があり、

 

・所 在 地 栃木県宇都宮市一の沢

・設置主体 栃木県

・運営主体 (一社) 

・連 絡 先 TEL：028

FAX：028

・ホームページアドレス

http://tochigi-da.or.jp/

 

 

 

 

    

とちぎ歯の健康センター平面図とちぎ歯の健康センター平面図とちぎ歯の健康センター平面図とちぎ歯の健康センター平面図

１階平面図 

① ロビー 

② 受付 

③ 治療室 

④ ブラッシング室 

（その他）待合室 

 

センターセンターセンターセンター    

とちぎ歯の健康センターは、県民一人ひとりが歯及び口腔の健康について正しい知識

を持ち、生涯自分の歯を守り、健康に過ごすことができるよう、県の歯科保健対策を推

進する「歯の保健所」として、平成６（1994）年２月に開館しました。

１階には障害者歯科診療所、２階には図書資料室やとちぎ在宅歯科

３階には研修室があり、各種歯科保健事業を展開しています。

栃木県宇都宮市一の沢 2丁目 2番 5号 

栃木県 

) 栃木県歯科医師会 

028-648-6480  

028-648-6483 

・ホームページアドレス  

da.or.jp/ 

とちぎ歯の健康センター平面図とちぎ歯の健康センター平面図とちぎ歯の健康センター平面図とちぎ歯の健康センター平面図 

 
２階平面図  

⑤ 展示コーナー 

⑥ 図書資料室 

⑦ とちぎ在宅歯科医療連携室 

（その他）事務室 

 

３階平面図

⑧

（

 

歯及び口腔の健康について正しい知識

を持ち、生涯自分の歯を守り、健康に過ごすことができるよう、県の歯科保健対策を推

月に開館しました。 

２階には図書資料室やとちぎ在宅歯科

歯科保健事業を展開しています。 

３階平面図    

⑧ 研修室 

（その他）ブラッシングコーナー 
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（２）令和元年度障害者歯科医療の状況 

1 階の診療所において、障害者の歯科診療を行いました。 

(ｱ) 診療体制 

  ・診療日 月曜日～金曜日（予約制） ※祝日・年末年始を除く
  ・診療時間 午前：９時～12 時、午後：1時 30分～５時 

  ・スタッフ  

午前：歯科医師 １名(常勤)  

歯科衛生士 ６名(常勤） 

午後：歯科医師  ３名(常勤１名、県歯科医師会 輪番制診療実行委員２名） 

   歯科衛生士 ７名(常勤６名、他１名） 

 

(ｲ) 診療状況 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

診療日数（日） 20 19 20 21 17 19 21 20 20 19 18 21 235 

延患者数（人） 322 322 311 357 279 304 331 307 310 322 277 343 3,785 

 

(ｳ) 診療実績（延患者数）の年次推移 

 


 

 

 

 

 

 

 

 


   























Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ 元

（人） 
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（３）健康相談 

電話及び来所による歯科保健に関する相談を実施しました。
・受付時間：午前９時～午後４時 30 分 

(ｱ) 相談件数及び相談内容別内訳 

内容 

治療内容について 
予防 

指導 

障害者等 

の 

歯科相談 
その他 

 

合 計 
むし歯 

歯周 
疾患 

抜歯 補綴 矯正 その他 

件数 ７件 ９件 ５件 22 件 １件 27 件 １件 ３件 21 件 96 件 


（４）普及啓発 

 「展示コーナー」、「図書資料室」における各種資料の展示及び各種広報媒体を活用し、

普及啓発活動を行いました。

(ｱ) 展示コーナー、図書資料室における資料貸出し状況 

 図書 ビデオ・DVD 公衆衛生教材・展示物 生涯ライブラリー 合 計 

貸出数 42 件（94 点） 62 件（167 点） 182 件（705 点） 5 件（11 点） 291 件 

 

(ｲ) 機関紙等発行   

とちぎ歯の健康センターだより第 26 号 

(ｳ) 視察研修     

診療所及び展示コーナーの見学、センター事業の説明、研修、体験学習等
 

（５）フッ化物洗口実施に係る技術的支援 

市町や小中学校におけるフッ化物洗口の実施にあたり歯科専門職による技術的支援

を行いました。
従事歯科医師数 市町名 実施人員

131 人 
足利市、佐野市、日光市、大田原市、那須塩原市、那須町、

那珂川町 
22,058 人 

 

（６）歯と口の健康週間事業 

  歯と口の健康週間に歯と口腔に関する正しい知識の普及を図るため、県内 11 ヶ所に

おいて講演会・保健指導を実施しました。
実施回数 対象者 参加者数

11 回 一般県民 5,965 人 
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ⅡⅡⅡⅡ栃木県栃木県栃木県栃木県のののの歯科保健医療対策体系歯科保健医療対策体系歯科保健医療対策体系歯科保健医療対策体系

乳
幼
児

小
学
・
中
学
・

高
校
生

成
人

高
齢
者

障
害
者
・

要
介
護
者

県

教
育
委
員
会

市
町

関
係
機
関

栃木県口腔保健支援センター事業

　県政出前講座 ○ ○ ○ ○ ○

　各種広報媒体を活用した広報活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　障害者及び高齢者の歯科口腔保健の推進 ○ ○ ○ ○

　市町の歯科保健事業への支援
　（フッ化物洗口実施支援事業） ○ ○ ○ ○ ○

各種表彰制度による歯科保健活動の推進

  栃木県歯科保健賞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　よい歯のコンクール（親と子・三歳児） ○ ○ ○ ○

　よい歯の優良学校コンクール ○ ○ ○ ○

　よい歯の図画・ポスター、作文、標語コンクール ○ ○ ○ ○

とちぎ歯の健康センター事業

　健康相談 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　普及啓発 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　フッ化物洗口実施に係る技術的支援 ○ ○

　歯と口の健康週間事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

永久歯等対策事業（保育所・幼稚園・障害児通所施設等） ○ ○ ○ ○

妊産婦歯科健康診査、相談指導 ○ ○ ○

乳幼児の歯科保健に関する相談指導 ○ ○

１歳６か月児歯科健康診査、相談事業 ○ ○

２歳児歯科健康診査、相談指導 ○ ○

３歳児歯科健康診査、相談事業 ○ ○

学校歯科検診等 ○ ○ ○

歯周病検診(40・50・60・70歳）※健康増進法に基づく事業 ○ ○ ○

歯周病検診　※健康増進事業外 ○ ○

歯科健康相談、健康教室（65歳未満の成人） ○ ○

口腔機能の維持向上に関する事業（介護予防事業等） ○ ○

障害者歯科診療事業 ○ ○ ○

障害者歯科医療システムの運用 ○ ○ ○

障害者高次歯科医療提供体制整備事業 ○ ○ ○

永久歯等対策事業（再掲） ○ ○ ○ ○

福祉施設巡回歯科相談・指導事業 ○ ○ ○

在宅歯科医療連携推進事業 ○ ○ ○

在宅歯科医療従事者研修事業 ○ ○ ○

多職種連携による栄養指導・口腔機能向上事業 ○ ○ ○ ○

歯科衛生士再就職支援事業 ○ ○

歯科保健指導者・医療従事者研修事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医科歯科連携推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

歯科保健推進協力交付金 ○ ○ ○ ○ ○ ○

栃木県歯科保健推進協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

とちぎ歯の健康センター運営等協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 歯科保健医
療提供体制の整
備

区　分
(栃木県歯科
保健基本計画
施策体系毎)

事　業　名

ライフステージ 実施主体

１ 歯や口腔と
関係する病気等
の予防の推進

２ 歯や口腔の
健康に関する啓
発と検診の普及

３ 障害者･要介
護者への歯科保
健医療サービス
の確保
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ⅢⅢⅢⅢ    県県県県のののの歯科保健対策事業歯科保健対策事業歯科保健対策事業歯科保健対策事業    

１１１１    歯歯歯歯やややや口腔口腔口腔口腔とととと関係関係関係関係するするするする病気等病気等病気等病気等のののの予防予防予防予防のののの推進推進推進推進関連関連関連関連事業事業事業事業    

   歯や口腔の病気の予防は、全身の健康づくりや疾病等の予防の観点からも重要であることから、 

歯や口腔の病気の予防等の各施策を効果的に進めるため、情報収集や提供、普及啓発などに関す

る事業を実施しました。 

 

（１）栃木県口腔保健支援センター事業 

    県民の口腔機能の維持向上を目指して、平成 28年 4月、健康増進課内に「栃木県口腔保健 

支援センター」を開設し、市町や関係機関等と連携しながら歯科保健対策の企画立案や助言指 

導などを行っています。 

〔人員体制〕・センター長 ：健康増進課長 

・センター職員：歯科医師（１名）、歯科衛生士（１名） 

  

 ① 県政出前講座 

  県民からの要望に応じて、県政出前講座を行いました。   

 実施時期  対象施設・団体等 参加者数 

７月 

栃木市社会福祉協議会 

介護保健事業所等従事者向け講座 

（栃木保健福祉センター） 

15 名 

10 月 

男の広場 

高齢者向け講座 

（下野市生涯学習情報センター） 

16 名 

２月 

ハピネス（通所型サービス B） 

高齢者向け講座 

（鹿沼市加園の代表者自宅） 

15 名 

 

② 各種広報媒体を活用した広報活動 

  テレビやラジオ等の広報媒体を活用し、広く県民に普及啓発を行いました。 

実施時期 媒 体 等 番組テーマ・広報紙配布先 

６月 ・CRT 栃木放送／県政ナビ 歯と口腔の健康づくり 

３月 
フッ化物応用に関する啓発リーフレット 

１万 3 千部作成 
小学校に配布 

 

③ 障害者及び高齢者の歯科口腔保健の推進 

 ・ 特別養護老人ホーム等施設が、入所者の口腔機能の維持・改善や口腔衛生管理に効果的に取り組

めるよう手引きを作成するため、歯科医師と連携した口腔機能維持や口腔ケアに関する取組事例調査

を目的として、特別養護老人ホーム２施設を訪問し、事業の実施状況の把握や職員との意見交換を行

いました。 
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④ 市町の歯科保健事業への支援 

     小学校で、フッ化物洗口を実施する市町に対して、事業費の助成を行いました。 

市町名 小学校数 実施人数 

大田原市 21 校 2,562 人 

高根沢町 ６ 校 1,396 人 

佐野市 26 校 5,478 人 

那須塩原市 21 校 6,083 人 

那須町 ６ 校   896 人 

栃木市 ６ 校   811 人 

日光市 26 校 3,351 人 

塩谷町 ３ 校 426 人 

８市町 115 校 21,003 人 

 

 

（２）各種表彰制度による歯科保健活動の推進 

   歯科保健活動の優良事例を表彰することにより、さらなる歯科保健活動を推進しました。 

 

 ① 栃木県歯科保健賞 

   栃木県歯科保健賞は、昭和 52 年に栃木県歯科医師会が第 29 回保健文化賞を受賞したことを記

念して創設されたものです。県内における歯科保健衛生の分野で、優れた業績を挙げた団体及び

個人の功績に対して、顕彰を行いました。 　　　　　　　

 　　　　 社会福祉法人的場会  

特別養護老人ホーム杉の樹園 団体の部

 栃木市立皆川城東小学校 

個人の部 小塚 照夫（歯科医師） 

個人の部 長谷 規子（歯科衛生士） 

 

 ② 親と子のよい歯のコンクール・三歳児よい歯のコンクール 

 親と子の口腔衛生の向上及び普及啓発を図るため、３歳児健診を受診した幼児及びその親を対

象に、コンクールを実施しました。


  審査結果 

 コンクール名 
審 査 審査結果（第 3次） 

第 1次 第 2次 第 3次 中央 最優秀 優秀 優良 

親と子 61 組 41 組 10 組 １組 １組 ３組 ６組 

三歳児 374 人 109 人 11 人  １人 ３人 ７人 
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「親と子」部門受賞者 

 

  

「三歳児」部門受賞者 

 

 

③ よい歯の優良学校コンクール 

  児童生徒の歯科保健の向上発展を図るため、栃木県教育委員会・栃木県歯科医師会との三者共

催でコンクールを行い、定期健診の結果（むし歯数・処置歯率等）や学校歯科保健活動の状況な

どを総合的に審査し、優良学校を表彰しました。 

 

審査結果 

区分 参加校 
栃木県 

知事賞 

栃木県議会 

議長賞 

栃木県 

教育長賞 

栃木県 

医師会長賞 

栃木県歯科

医師会長賞 
入選 

小学校 179 校 １校 ２校 ３校 ３校 ９校 50 校 

中学校 68 校 １校 ２校 ３校 ３校 ９校 20 校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最優秀賞 南木 篤史 琥太郎 宇都宮市
優秀賞 小野 絵美 千波 下野市
〃 河崎 優希 莉久 さくら市
〃 五月女 裕紀 久真 宇都宮市

優良賞 青木 拳斗 海斗 足利市
〃 宇梶 紀子 和奏 鹿沼市
〃 髙松 裕子 柚衣 益子町
〃 手塚 真子 航太郎 日光市
〃 徳安 敏枝 里紗 栃木市
〃 中村 愛 陽風 茂木町

最優秀賞 春山 佳大 足利市
優秀賞 太田 寛人 茂木町
〃 佐藤 幸太郎 鹿沼市
〃 三戸 潤 宇都宮市

優良賞 平野 陽大 那須烏山市
〃 三木 来海 下野市
〃 森  悠圭 宇都宮市
〃 八木 新 佐野市
〃 山根 千楓 真岡市
〃 和賀井 優杏 日光市
〃 渡辺 晴日 栃木市

− 7−

栃木県の歯科保健事業（令和元年度実績）



受賞校 

区 分 小学校の部 中学校の部 

栃 木 県 知 事 賞 宇都宮市立陽南小学校 宇都宮市立鬼怒中学校 

栃 木 県 議 会 議 長 賞 
宇都宮市立御幸が原小学校 宇都宮市立陽南中学校 

栃木市立西方小学校 栃木市立西方中学校 

栃 木 県 教 育 長 賞 

宇都宮市立田原小学校 宇都宮市立姿川中学校 

茂木町立逆川小学校 大田原市立湯津上中学校 

壬生町立壬生小学校 那須町立那須中学校 

栃 木 県 医 師 会 長 賞 

宇都宮市立宮の原小学校 小山市立乙女中学校 

宇都宮市立清原東小学校 さくら市立喜連川中学校 

足利市立桜小学校 足利市立毛野中学校 

栃 木 県 歯 科 医 師 会 長 賞 上記 ９校 上記 ９校 

 

④ よい歯の図画・ポスター、作文、標語コンクール 

 歯と口の健康週間事業の一環として、小中学校の児童から歯科保健に関する図画・ポスター、

作文、標語を募集し、優れた作品を表彰しました。


区  分 特選 入選

図画ポスター
小学校 ２点 22 点 

中学校 １点  ９ 点 

作 文
小学校 ２点 15 点 

中学校 １点 ８ 点 

標 語
小学校 ２点 22 点 

中学校 １点 10 点 

 

「図画ポスター」受賞者 

小学校の部 特選 
さくら市立押上小学校 ２年 田邉 燈依 

鹿沼市立さつきが丘小学校 ４年 布施 さくら 

中学校の部 特選 足利市立坂西中学校 ３年 小島 果恋 

 

「作文」受賞者 

小学校の部 特選 
佐野市立栃本小学校 ３年 岡田 嘉那 

芳賀町立芳賀東小学校 ５年 平石 稜真 

中学校の部 特選 さくら市立喜連川中学校 ３年 津村 峻平 

 

「標語」受賞者 

小学校の部 特選 
日光市立小百小学校 １年 利沢 航志郎 

鹿沼市立上南摩小学校 ６年 岡村 美咲 

中学校の部 特選 県立佐野高等学校附属中学校 ２年 青柳 妃砂 
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2222    歯歯歯歯やややや口腔口腔口腔口腔のののの健康健康健康健康にににに関関関関するするするする啓発啓発啓発啓発とととと検診検診検診検診のののの普及普及普及普及関連事業関連事業関連事業関連事業    

県民自らが歯や口腔の健康づくりの重要性を理解し、実践的に取り組むため、学習や歯科検診の

機会を提供しました。 

 

（1）永久歯等対策事業 

県内の保育所・幼稚園等（認定こども園を含む）、障害児通所施設、盲・聾・特別支援学校の

幼児と保護者等を対象に、歯科衛生士が「六歳臼歯の重要性」の説明や歯科保健指導を行いまし

た。
種   別 実施回数 対象者数

保育所・幼稚園 113 回 4,168 人 

障害児通所施設 16 回 218 人 

盲・聾・特別支援学校 11 回 219 人 

合 計 140 回 4,605 人 

 

    

    

3333    障害者障害者障害者障害者・・・・要介護者要介護者要介護者要介護者へのへのへのへの歯科保健医療歯科保健医療歯科保健医療歯科保健医療サービスのサービスのサービスのサービスの確保確保確保確保関連事業関連事業関連事業関連事業    

   歯科検診等を受けることが難しい状況にある障害者や要介護高齢者等に対して、歯科保健医療    

  サービスを確保するための事業を実施しました。 

    

（１）とちぎ歯の健康センター診療所 

１階の診療所において、障害者を対象に歯科診療を実施しました。（P2 参照）


（２）栃木県障害者歯科医療システムの運用 

障害者が住み慣れた身近な地域の中で歯科医療を受けられるようにするため、平成 28 年４月

に構築した「栃木県障害者歯科医療システム」の円滑な運用を推進しています。
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① 栃木県障害者歯科医療協力医の登録 

  障害者が住み慣れた身近な地域で適切な歯科医療を受けることができるよう、障害者歯科医療に

取り組む県内の歯科医師を「障害者歯科医療協力医」として登録しています。 

栃木県障害者歯科医療協力医の登録及び医療の提供状況 

 2 次保健医療圏 県北 県西 宇都宮 県東 県南 両毛 合 計 

協力医登録者数 20 人 27 人 26 人 8 人 41 人 25 人 147 人 

障害者受診状況 148 人 296 人 299 人 101 人 719 人 739 人 2,302 人 

 

 

 ② 栃木県障害者高次歯科医療機関の指定   

・高次歯科医療機関の指定状況〔令和 2(2020)年 4 月 1日現在〕 

那須赤十字病院、国際医療福祉大学病院、NHO 栃木医療センター、宇都宮記念病院、 

芳賀赤十字病院、獨協医科大学病院、自治医科大学附属病院、足利赤十字病院 

 ・患者受入等状況 

種 別 外来新患数 静脈内鎮静法 全身麻酔 紹介患者受入数 逆紹介患者数 

実 績 868 人 616 件 1,143 件 358 人 330 人 

 

 

 

 

 

     

 

 

栃⽊県障害者⻭科医療システム図 （H28.4〜）

　　　　　　　　　　　　　　　　紹介紹介紹介紹介

　　　　　　　　　　　　　　　　逆紹介逆紹介逆紹介逆紹介

連絡・調整
　　　　　　　　　紹介、逆紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡・調整

相談・指導 児童相談所児童相談所児童相談所児童相談所

健康福祉健康福祉健康福祉健康福祉センターセンターセンターセンター

市町市町市町市町

障障障障
害害害害
者者者者

とちぎとちぎとちぎとちぎ歯歯歯歯のののの健康健康健康健康センターセンターセンターセンター診療所診療所診療所診療所

・歯科医療従事者への研修等の企画

・関係機関への助言・指導

・障害者への治療に関するトレーニング　等

　（　（　（　（定期的定期的定期的定期的なななな口腔管理口腔管理口腔管理口腔管理））））

相談・歯科保健指導、受診

・他の医療機関と連携し、身近な地域
で安全安心に歯科医療を受けられる体
制を構築

　　（定期的な口腔管理）

紹介、逆紹介

  （定期的な口腔管理）

相談

受診

栃木県障害者歯科医療協力医栃木県障害者歯科医療協力医栃木県障害者歯科医療協力医栃木県障害者歯科医療協力医

・県内の障害者歯科医療に関する豊富
な経験、実績を有する歯科医師を登録

栃木県障害者高次歯科医療機関栃木県障害者高次歯科医療機関栃木県障害者高次歯科医療機関栃木県障害者高次歯科医療機関

・那須赤十字病院
・国際医療福祉大学病院
・NHO栃木医療センター
・宇都宮記念病院
・芳賀赤十字病院
・獨協医科大学病院
・自治医科大学附属病院
・足利赤十字病院

・静脈内鎮静法や全身麻酔等を用いた
歯科医療の提供

・他の医療機関と連携し、障害者歯科
医療提供体制を構築
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③ 障害者高次歯科医療機関による研修会の開催 

 障害者高次歯科医療機関において、障害者歯科医療に関する知識の普及と連携促進のため、障
害者歯科医療協力医を対象に研修会を開催しました。

実施日 内容 講師 会場 参加人数

11 月 21 日 
障がい者の顎変形症

に対する対応 

日本大学歯学部口腔外科

学講座  

主任教授 外木 守雄 氏 

獨協医科大

学病院 

・歯科医師 

・歯科衛生士 

計 32 名 

２月９日 

①障害者歯科総論 

②緊急時の応急処置 
宇都宮記念病院 

佐々木 忠昭 氏 

救急部スタッフ 

宇都宮記念

病院 

 

・歯科医師 

・歯科衛生士 

・歯科助手 

計 28 名 

 

  
（３）福祉施設巡回歯科相談・指導事業 

障害者及び高齢者の入所施設を訪問し、入所者の歯科検診、職員対象の口腔ケア研修等を実施し

ました。

種  別
歯科検診 口腔ケア研修（～）

実施回数 受診者数 実施回数 受講者数
障害者支援施設・福祉型障害児入所施設 6 回  206 人 ６回  86 人 

特別養護老人ホーム 10 回 248 人 13 回 113 人 

合 計 16 回 454 人 19 回 199 人 



（４）在宅歯科医療連携推進事業    

在宅歯科医療を推進するための各種事業を実施しました。 

① 在宅歯科医療連携室 

  在宅歯科医療に関する相談や診療所の紹介、ポータブル歯科医療機器の貸出などを行う「在宅歯
科医療連携室」の運営費に対して助成を行いました。

区 分 相談対応 機器貸出
件 数 59 件 96 件（診療件数：5,853 件） 

 
② 在宅歯科医療従事者研修  

実施日 内容 講師 会 場 
参加 

人数 

10 月 20 日 

医師から見る、地域包括ケア

システムの構築における歯科

の役割を考える 

村井クリニック 

院長 村井 邦彦 氏 
栃木県歯科

医師会館 

 

44 人 

 ２月 16 日 医科歯科の現状と課題 
さつきホームクリニック 

院長 月永 洋介 氏 
64 人 

合計 ２回 108 人 


（５）多職種連携栄養指導・口腔機能向上事業 

   特別養護老人ホーム等施設が、入所者の口腔機能の維持・改善や口腔衛生管理に取り組めるよう

ワーキンググループ検討会を開催し、介護施設入所者の健口管理の手引きを作成しました。 
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（6）障害者及び高齢者のオーラルフレイル等対策事業 

 障害福祉サービス等を提供する施設等における職員を対象に、オーラルフレイル予防や口腔機能維

持のため、口腔ケアの基礎的な知識や技術の普及を図るために研修会を開催しました。 

 

実施日 内 容 講師 会場
参加
人数

１月 16 日 

口腔ケア推進研修会 歯科衛生士 ５人

とちぎ歯の

健康センタ

ー

31 人 

１月 30 日 31 人 

２月 13 日 28 人 

    

4444    歯科保健医療提供体制の歯科保健医療提供体制の歯科保健医療提供体制の歯科保健医療提供体制の整備整備整備整備関連事業関連事業関連事業関連事業    

県民の生涯にわたる健康の保持増進を図るため、保健、医療、福祉、教育等関係者の資質向上や連

携強化に取り組みました。    

 

（1）歯科衛生士再就職支援事業  

   出産・子育て等を理由に離職した歯科衛生士の再就職を支援するため、研修を行いました。 

実施日 内 容 講 師 会 場
参加
人数

９月 17 日 
口腔ケアの基礎～日々のケアを

知ろう～(実習) 

歯科衛生士 ５人 
 

 
とちぎ歯の

健康センタ

ー

２ 人  

10 月 15 日 
高齢者への対応（認知症含む）

（実習） 
２人 

11 月 12 日 ホワイトニングについて（実習） ３人 

12 月 17 日 
音波歯ブラシ・歯ブラシの処方に

ついて（実習） 
５人 

 ２月２日 
歯周治療の進め方について（講

義） 

宇都宮市歯科医師会 

江俣 壮一氏 
50 人 

計 ５回 62 人 

 

 

（２）歯科保健指導者・歯科医療従事者研修会 

   歯科保健指導者、歯科医療従事者を対象に教育・研修を実施しました。

12 月 15 日 



◯「障害者歯科診療を行う上での細やかな配慮
～障害者の歴史、保護者の心理など気をつけるべき配慮に

ついて知る～」
 日本大学松戸歯学部 障害者歯科学講座 教授
 とちぎ歯の健康センター指導医 野本 たかと氏
◯「スペシャルニーズメディカルトリートメントモデルの確

立に向けて自院の取り組み」
 とちぎ歯の健康センター事業検討委員会副委員長
  五十嵐 尚美氏
◯「2019 年度における初診患者動態について」

とちぎ歯の健康センター専任歯科医師 仁平 暢子氏

歯科医師
歯科医療

従事者
80 人
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２月 16 日 

◯「センターで診る各障害の特性」
 とちぎ歯の健康センター専任歯科医師 仁平 暢子氏
◯「初めてセンターで診察するにあたり・日本障害歯科学会認定

医取得について」
 とちぎ歯の健康センター事業検討委員会委員 後藤 俊一氏
◯「とちぎ歯の健康センターと１次医療機関との医療連携につい

て」
パネリスト
とちぎ歯の健康センター専任歯科医師 仁平 暢子氏
とちぎ歯の健康センター事業検討委員会委員 後藤 俊一氏          

 栃木県歯科医師会 常務理事 箱島 光一氏
 司会
 とちぎ歯の健康センター事業検討委員会副委員長
 五十嵐 尚美氏

歯科医師
歯科医療

従事者
47 人 

 

 

 （３）医科歯科連携推進事業 

歯と口腔の病気は、生活習慣病の発症や進行などと深く関わっていることから、医師と歯科医師

が連携（以下「医科歯科連携」という。）して患者の治療に取り組むことが求められています。 

① 糖尿病診療における医科歯科連携の推進 

糖尿病の人が歯周病の治療をすると血糖値が改善することがあるため、「糖尿病治療連携マニュ

アル」（平成 28年 3月作成）に基づき、糖尿病の初期・安定期治療を担う医療機関と歯科診療所と

の間における患者紹介や治療に関する情報共有を推進しています。 

年 度 H27 H28 H29 

糖尿病診療における医療機関と

歯科診療所との連携状況 
20.0% 20.9% 23.2% 

 

② がん患者の治療に関わる医科歯科連携の推進 

  がん治療に伴い、口腔内には様々な合併症が出現することがあり、その合併症の予防と治療（以

下「周術期口腔機能管理」という。）には、医科歯科連携が重要です。栃木県立がんセンターでは、

がん患者に対する周術期の口腔機能管理が円滑に行われるよう、地域の歯科診療所を対象に研修

を行っています。 

 

（４）歯科保健推進協力交付金 

（一社）栃木県歯科医師会が行う歯科保健対策推進事業に対し支援を行いました。
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（5）歯科保健対策関連協議会 

歯科保健対策事業の充実を図るため、２つの協議会を設置しています。 

※栃木県 8020 運動推進協議会は、令和元年５月 27 日に栃木県歯科保健推進協議会へ統合しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 栃木県歯科保健推進協議会 

様々な分野の専門家を協議会委員に委嘱し、総合的な歯科保健対策事業について協議しました。
・日 時： 令和元年７月 25 日 

・場 所： 県庁北別館会議室 

・議 題： 県民の歯及び口腔の健康状況について 他 

  栃木県歯科保健推進協議会委員 〔任期：R元.６.26～R４.６.25（３年間）〕 

 氏 名 所属・役職等
1 宮 下  均 栃木県歯科医師会 会長 

2 川津  博亨 栃木県歯科医師会 副会長（地域保健） 

3 佐川  徹三 栃木県歯科医師会 副会長（学校保健） 

4 前 原  操 栃木県医師会 副会長 

5 林   幸子 栃木県歯科衛生士会 会長 

6 続橋  正喜 栃木県歯科技工士会 副会長 

7 佐々木孝徳 栃木県老人福祉施設協議会 理事（特別養護老人ホームひまわり） 

8 大 内  正 枝 栃木県保育協議会 副会長（さくら市立あおぞら保育園長） 

9 石河  敏昭 栃木県町村会（茂木町保健福祉課長） 

10 伊藤  知美 栃木県市町村保健師業務研究会 副会長（佐野市健康福祉課） 

11 阿部  龍之 中核市（宇都宮市健康増進課長） 

12 柴山  明憲 栃木産業保健総合支援センター 副所長 

13 粂  ま り 子 栃木県栄養士会 会長 

14 鈴木 美恵子 栃木県食生活改善推進員協議会 会長 

15 青 山  旬 栃木県立衛生福祉大学校 副校長兼歯科技術学部長 

 

 

 

 

 

 

 

報報報報    告告告告    

意意意意    見見見見    

統合統合統合統合    

栃木県栃木県栃木県栃木県 8020802080208020 運動推進協議会運動推進協議会運動推進協議会運動推進協議会    

8020運動特別推進事業に係る事業計画の策

定や評価について協議 

⓶⓶⓶⓶    とちぎ歯の健康センターとちぎ歯の健康センターとちぎ歯の健康センターとちぎ歯の健康センター    

運営等協運営等協運営等協運営等協議会議会議会議会    

とちぎ歯の健康センターの 

運営等について協議 

①①①①    栃木県歯科保健推進協議会栃木県歯科保健推進協議会栃木県歯科保健推進協議会栃木県歯科保健推進協議会    

栃木県の歯科保健対策推進に関する 

総合的な検討を協議 

− 14 −

栃木県の歯科保健事業（令和元年度実績）



② とちぎ歯の健康センター運営等協議会

とちぎ歯の健康センターを拠点とした障害者歯科診療、巡回歯科相談・指導、歯科保健に関す

る相談・指導及び普及啓発等に関する事業の実施内容の充実について書面により協議しました。 
・日 時： 令和２年３月 日

・議 題

平成 年度及び令和元年度の事業実施状況について

令和２年度事業実施計画案について

とちぎ歯の健康センター運営等協議会委員〔任期： ３ １～ ４ ．２ 年間 〕

 氏 名 所属・役職等 
大 野 克 夫 栃木県歯科医師会 専務理事

箱 島 光 一 栃木県歯科医師会 常務理事

長 島 啓 智 栃木県歯科医師会 理事

林 幸 子 栃木県歯科衛生士会 会長

安 部 孝 子 栃木県手をつなぐ育成会 理事

峯 山 敏 正 栃木県障害者施設・事業協会 副会長
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